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第 58回臨床検査技師国家試験の施行
臨床検査技師等に関する法律（昭和33年法律第

76号。以下「法」という。）第12条の規定により、
第58回臨床検査技師国家試験を次のとおり施行す
る。
平成 23年９月１日

厚生労働大臣 細川 律夫
１ 試験期日 平成24年２月22日（水曜日）
２ 試験地 北海道、宮城県、東京都、愛知県、
大阪府、広島県、香川県、福岡県及び沖縄県
３ 試験科目 医用工学概論（情報科学概論及び
検査機器総論を含む。）、公衆衛生学（関係法規
を含む。）、臨床検査医学総論（臨床医学総論及
び医学概論を含む。）、臨床検査総論（検査管理
総論及び医動物学を含む。）、病理組織細胞学、
臨床生理学、臨床化学（放射性同位元素検査技
術学を含む。）、臨床血液学、臨床微生物学及び
臨床免疫学
４ 受験資格
\ 学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条
第１項の規定により大学に入学することがで
きる者（法第15条第１号の規定により文部科
学大臣の指定した学校が大学である場合にお
いて、当該大学が学校教育法第90条第２項の
規定により当該大学に入学させた者又は法附
則第４項の規定により学校教育法第90条第１
項の規定により大学に入学することができる
者とみなされる者を含む。）であって、文部科
学大臣が指定した学校又は厚生労働大臣が指
定した臨床検査技師養成所において、３年以
上、法第２条に規定する検査に必要な知識及
び技能を修得したもの（平成24年３月23日（金
曜日）までに修業し、又は卒業する見込みの
者を含む。）

] 学校教育法に基づく大学（同法に基づく短
期大学を除く。）又は旧大学令（大正７年勅令
第388号）に基づく大学（以下「大学」とい
う。）において医学又は歯学の正規の課程を修
めて卒業した者（平成24年３月23日（金曜日）
までに卒業する見込みの者を含む。）

^ 医師若しくは歯科医師（]に掲げる者を除
く。）又は外国で医師免許若しくは歯科医師免
許を受けた者

_ 次のいずれかに該当する者であって、大学、
文部科学大臣が指定した学校又は厚生労働大
臣が指定した臨床検査技師養成所において、
医用工学概論、臨床検査総論、臨床生理学、
臨床化学及び放射性同位元素検査技術学の各
科目を修めたもの（平成24年３月23日（金曜
日）までに修了する見込みの者を含む。）ただ
し、次のいずれかに該当する者であって平成
元年12月31日までに臨床生理学、臨床化学、
放射性同位元素臨床検査技術、医用電子工学
概論及び看護学総論の各科目を修めたものに
対しても、受験資格を認める。
ア 大学において獣医学又は薬学の正規の課
程を修めて卒業した者（平成24年３月23日
（金曜日）までに卒業する見込みの者を含
む。）
イ 獣医師又は薬剤師（アに掲げる者を除
く。）
ウ 大学（旧大学令に基づく大学を除く。）に
おいて保健衛生学の正規の課程を修めて卒
業した者（平成24年３月23日（金曜日）ま
でに卒業する見込みの者を含む。）
エ 大学において医学概論、解剖学、生理学、
病理学、生化学、微生物学、医動物学、情
報科学概論、検査機器総論、医用工学概論、
臨床血液学（血液採取に関する内容を除
く。）及び臨床免疫学の各科目を修めて卒業
した者（平成24年３月23日（金曜日）まで
に卒業する見込みの者を含む。）ただし、平
成元年12月31日までに大学において、生理
学、解剖学、病理学、微生物学及び生化学
の各科目を修めて卒業した者に対しても、
受験資格を認める。
オ 外国の医学校、歯科医学校、獣医学校若
しくは薬学校を卒業し、又は外国で獣医師
免許若しくは薬剤師免許を受けた者

` 外国の法第２条に規定する検査に関する学
校若しくは養成所を卒業し、又は外国で臨床
検査技師の免許に相当する免許を受けた者で
あって、厚生労働大臣が\に掲げる者と同等
以上の知識及び技能を有すると認めたもの

a 学校教育法第90条第１項の規定により大学
に入学することができる者（文部科学大臣の
指定した学校が大学である場合において、当
該大学が学校教育法第90条第２項の規定によ
り当該大学に入学させた者又は法附則第10条
の規定により学校教育法第90条第１項の規定
により大学に入学することができる者とみな
される者を含む。）であって、衛生検査技師法
の一部を改正する法律（昭和45年法律第83号。
以下「改正法」という。）の施行の際（昭和46

年１月１日）現に改正法による改正前の衛生
検査技師法（昭和33年法律第76号）第15条第
１号の規定により指定されている学校におい
て、３年以上、法第２条に規定する検査に必
要な知識及び技能の修習を終えているもの又
は当該学校において改正法の施行の際現に同
項に規定する検査に必要な知識及び技能を修
習中の者であって、改正法施行後にその修習
を終えたもの

５ 受験手続
\ 試験を受けようとする者は、次の書類等を
提出すること。
ア すべての受験者が提出する書類等
Ê 受験願書 臨床検査技師等に関する法
律施行規則（昭和33年厚生省令第24号）
様式第５により作成するとともに、受験
願書に記載する氏名は、戸籍（日本国籍
を有しない者については、外国人登録原
票）に記載されている文字を使用するこ
と。

Ë 写真 出願前６月以内に脱帽正面で撮
影した縦６センチメートル、横４センチ
メートルのもので、その裏面に撮影年月
日及び氏名を記載し、厚生労働省又は臨
床検査技師国家試験臨時事務所において
交付する受験写真用台紙にはり付けた
上、同台紙に所定の事項を記載して提出
すること。
なお、写真の提出に当たっては、卒業
し、若しくは在籍している学校若しくは
臨床検査技師養成所又は臨床検査技師国
家試験臨時事務所において、その写真が
受験者本人と相違ない旨の確認を受ける
こと。

Ì 返信用封筒 縦23•5センチメートル、
横12センチメートルのもので、表面に郵
便番号及びあて先を記載し、510円の郵
便切手をはり付け、書留の表示をしたも
の

イ ４の\に該当する者が提出する書類 修
業証明書若しくは修業見込証明書又は卒業
証書の写し、卒業証明書若しくは卒業見込
証明書
ウ ４の]に該当する者が提出する書類 卒
業証書の写し、卒業証明書又は卒業見込証
明書
エ ４の^に該当する者（外国で医師免許又
は歯科医師免許を受けた者を除く。）が提出
する書類 医師免許証の写し又は歯科医師
免許証の写し（臨床検査技師国家試験臨時
事務所に当該免許証の原本を提示し、原本
照合を受けたもの）
オ ４の_のア、イ又はウに該当する者が提
出する書類
Ê 卒業証書の写し、卒業証明書若しくは
卒業見込証明書又は獣医師免許証の写
し、薬剤師免許証の写し（臨床検査技師
国家試験臨時事務所に当該免許証の原本
を提示し、原本照合を受けたもの）

Ë ４の_本文に規定する科目を修めたこ
とを証する書類若しくは修める見込みで
あることを証する書類又は４の_ただし
書に規定する科目を修めたことを証する
書類

カ ４の_のエに該当する者が提出する書類
Ê 卒業証書の写し、卒業証明書又は卒業
見込証明書

Ë 大学において４の_本文に規定する科
目を修めたことを証する書類若しくは修
める見込みであることを証する書類又は
４の_ただし書に規定する科目を修めた
ことを証する書類

Ì ４の_のエ本文に規定する科目を修め
たことを証する書類若しくは修める見込
みであることを証する書類又は４の_の
エただし書に規定する科目を修めたこと
を証する書類

キ ４の^に該当する者のうち、外国で医師
免許若しくは歯科医師免許を受けた者又は
４の_のオに該当する者が提出する書類
当該免許証の写し等当該規定に該当するこ
とを証する書類の写し及び訳文（公的な機
関（当該国の大使館、領事館、外務省等）
において真実である旨の確認を受け、その
証明を併せて提出すること。）
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